
	

腹腔鏡外科 / 犬	

腹腔鏡下胆嚢摘出術	

	

対象	
犬（まれに猫）	

手術時間	
60～120 分	

入院	
2～4泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

腹腔鏡を使い、小さな切開から胆嚢を摘出する手術です。胆嚢粘液嚢腫・胆石・胆嚢炎などの根治を
目指す治療で、開腹手術と同等の効果がありながら傷が小さく回復が早いのが特長です。破裂する前
の予防的な摘出であれば、より安全に行えます。	

■ この手術が必要なとき	

・胆嚢粘液嚢腫（破裂のリスクがある）	
・胆石・胆嚢炎を繰り返す	
・胆嚢内の腫瘤	
・内科治療で改善しない胆道疾患	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔・気管挿管を行います	
② お腹に 3～4か所のポートを設置し、気腹します	
③ カメラで肝臓・胆嚢を確認します	
④ 胆嚢管・胆嚢動脈を分離し、クリップで止めて切断します	
⑤ 胆嚢を肝臓の床から剥離し、袋（回収用バッグ）に収納します	
⑥ ポートから袋ごと摘出し、縫合して終了します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後は 2～4泊の入院が目安です。胆汁の漏れがないかを確認しながら回復を見ます。	

■ 術後のケア	

・術後 1～2週で日常生活に戻れることが多いです	
・術後も肝保護食と定期的な血液検査を行います	
・脂肪分を控えめにした食事を当面継続します	
・抜糸は 10～14日後が目安です	



■ 起こりうるリスク・合併症	

・胆汁の漏れ・腹膜炎（重篤になりうる）	
・出血	
・胆管の損傷	
・炎症が高度な場合や破裂後は開腹手術へ移行することがあります	
・術後に肝酵素が一時的に上昇することがあります	

■ よくある質問	

Q. 胆嚢を摘出しても大丈夫ですか？	
A. はい。胆汁は肝臓から直接腸に分泌されるため、胆嚢がなくても消化に支障はありません。	
Q. 破裂したらどうなりますか？	
A. 緊急開腹手術となり、リスクが大幅に高くなります。破裂する前の手術が最善です。	
Q. 腹腔鏡でできないことはありますか？	
A. 炎症が高度な場合や破裂後は、開腹手術に移行することがあります。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
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